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【内容要旨】（１，２００字以内） 
【背景】自家骨軟骨柱移植術（OAT）は健常な膝関節などから骨と軟骨を一塊に円柱

状に採取した骨軟骨柱を骨軟骨欠損部に移植する術式であり，良好な成績が報告され

ている．しかしながら，採取に伴い健常組織を損傷する問題点や採取可能な大きさに

制限がある．多血小板血漿（PRP）は成長因子を多く含み，骨軟骨修復を促進するこ

とが報告されている．また，多血小板フィブリン（PRF）は多量の成長因子を含んだ

フィブリン塊であり，骨軟骨修復を促進することが報告されている．しかしながら，

OAT に PRPまたは PRFを併用した効果について比較した報告はない． 

【目的】家兎膝骨軟骨欠損部に対する PRP または PRF を併用した OAT の効果につい

て検討することである． 

【方法】日本白色家兎 45 羽を対照群，PRP 群，および PRF 群の 3 群に分けた．対照

群では膝蓋骨溝に直径 5 mm 径，深さ 2 mm の骨軟骨欠損を作製し，対側より採取し

た直径 3.5 mm 径，長さ 5 mm の骨軟骨柱を偏心性に移植した．閉創後，生理食塩水を

1 ml 関節内投与した．PRP 群では，Arthrex 社製 ACP Double Syringe System で作製し

た PRP 1 ml を投与した．PRF 群では，Choukroun らの報告に準じて作製した PRF を骨

軟骨柱移植の前に欠損部に充填した．術後 3 週と 12 週時に病理組織学評価を行った．

肉眼的評価には手術部全体について国際軟骨修復学会（ICRS）スコアを用いた．組織

学的評価にはサフラニン O 染色を行い，骨軟骨柱と未再建部について Niederauer スコ

アを用いた．3群間について post-hoc テスト（Steel-Dwass 法）を用いて比較した． 

【結果】手術手技が原因で骨軟骨柱が沈下した 2羽，および感染した 1羽を除外した．

術後 3 週時の肉眼的評価では，PRF群（n = 8）は対照群（n = 7）と PRP群（n = 6）に

比べ未再建部が軟部組織で覆われ，ICRS スコアが高い値を示した（対照群 4.8 ± 1.6，

PRP 群 5.0 ± 1.2，PRF 群 6.6 ± 1.5，p < 0.005）．組織学的評価では，PRF群の骨軟骨柱

の軟骨は他の 2群と比べサフラニン O の染色性が良好で，Niederauerスコアが高い値

を示した（対照群 23.1 ± 3.1，PRP 群 22.6 ± 3.6，PRF 群 26.3 ± 1.2，p < 0.005）．未再

建部は 3群間で差を認めなかった（対照群 8.0 ± 2.1，PRP群 8.0 ± 2.0，PRF群 7.7 ± 2.3，

p = 0.96）．術後 12 週の肉眼的評価では，3群（各 n = 8）とも未再建部は完全に修復さ

れ，ICRS スコアに差を認めなかった（対照群 11.2 ± 1.8，PRP群 11.7 ± 0.5，PRF 群 11.6 

± 1.1，p = 0.98）．組織学的評価では，3 群とも骨軟骨柱の染色性は良好で Niederauer

スコアに差を認めなかったが（対照群 26.9 ± 0.9，PRP 群 27.6 ± 0.8，PRF群 27.0 ± 1.8，

p = 0.10），PRF群の未再建部は硝子様軟骨で修復され Niederauer スコアが高い値を示

した（対照群 2.1 ± 1.0，PRP 群 2.4 ± 0.6，PRF群 2.4 ± 0.5，p = 0.62）．PRP 群および

対照群の未再建部は線維軟骨様組織で修復された． 

【考察】本研究では，OAT に PRF を併用した結果，骨軟骨柱は硝子軟骨を維持し，未

再建部は硝子様軟骨で修復したことを初めて明らかにした．したがって，PRF は OAT

の臨床成績を向上させる可能性が示唆された． 
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